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ヒメ クロオサムシ属 (Asthenocarabus ) とホソヒメ クロオサムシ属 (Pentacarabus)
これらの2 属は, Leptocarabusの亜属とされたり, Tomocarabus属の中に一括して入れられてきた
ヒメクロオサムシもホソヒメクロオサムシもオサムシ全体の系統からいうと,  ダルマオサムシ群の
一員である. 世界のこの群については, いずれ纏めて紹介するが, 多数の属が古く一斉に放散分岐
しており, Leptocarabus, Asthenocarabus, Pentacarabusもそれぞれ独立と見なしうる系統である.
Tomocarabusにいたっては, 上の3 属と別系統であるのみならず, いくつもの独立の系統に分かれ,
単系統ではない.

ヒメクロオサムシ (Asthenocarabus opaculus)
この種は, 文献上では北海道のopaculus opacutus, 北海道大雪山のopaculuskurosawai, 本州東北
部のopaculus shirahatai の3 亜種に分割されている. 北海道では普通種の駄オサで, 人気のあるオサ
ムシではない.  このopaculuskurosawaiは中根 (1963) の言うように, 単なる山地型であろう. 一方,
opaculus shir,ahataiは本州東北部の限られた山岳地帯にしかぃなぃため, 採集の一例報告にもよく顔
をだす, いわゆる珍品である.
これまで, 北海道各地のl2サンプル, 本州の6サンプルのミトコンドリアDNAを調べたが,  この
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図 l ヒメクロオサムシとホソヒメクロオサムシのミ トコン ドリ

アND5造伝子による系統樹 (UPGMA). (Su etal., 2000を改変)

次に, 北海道と本州のヒメクロオサムシの関

係を考えてみよう . AとBが分岐したのは, 約

2000万年であるから, すでにシリーズ (1) で触
れたように, これらは, 大陸の古日本列島域で
既に2分されていたと思われる. 一方は, 北海道
のA, 他方は本州のものBの祖先だったのだろう.
本州のものは, l500万年前に始まる著しい水没
から残つたいずれかの島に近年まで隔離されて
いたものが, 陸化が進むに伴い, 分散したもの
と考えられる. それでは, 北海道様似町のもの
の起源はどうなるのか. これには, 2つの可能性
がある. その1つは, Al, A2, A3 の分岐以前の

祖先型が, 様似町付近にいて, それが近年, 陸
橋で本州へ侵入したというものである (図3 の
Model 1). 第2 の可能性は, 本州のものが, 近年
様似町付近へ入つたとぃう考えで (図3 のModel
2) , 現在はどちらとも言えないが, 第2のほうが
ありそうに思える.
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シリーズ (1) 書いたように, 大きく 2系統が存
在する (図1, 2). 第1の系統Aは, 様似のもの

を除くすべての北海道産が入る. これらは,  さら
に約1300万年前, ほぼ同時3亜系統 (Al, A2,
A3 ; DNAの差は3.6%)に分岐している. 北海道島
の形成に関連した地理的隔離の結果と思われる.
多分, 大陸の古北海道域にいたものが, 大陸から,
古東北日本弧として分離, それに続く多島化時代
に陸地として残った北海道の何処かの島にいたも

のが, 複雑な陸化と海進の結果, 現在の分布域が
形成されたのであろう . 地史との関係は, さらな

る考察は必要だが, 私たちの力量ではなかなか難
しい. 上に書いたように, 大雪山のものは, 他の

3産地のものと共にAl に入り, 独立の亜種である
証拠は得られない.
第2の系統は, 本州のもの全てと, 驚くことに
は, 北海道様似町のものが入る. 図 lからも明ら
かなように. 全ての産地のミ トコンドリアDNAの
差が極めて少なく  (1 % 以下) , それらの分散は
200万年前以降の出来事である.
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図2 ヒメクロオサムシとホソヒメクロオサムシの産地と分布境

界. 図中の番号は図1の産地に対応. (Suetal., 2000より)
ホソヒメクロオサムシ (Pentacarabus harmandi)
この種は, 本州中部地方 (西南部を除く ) から, 関束の山地帯に分布する. 幾つかの亜種に分けら
れているが,  ミトコンドリアDNAの結果と,  どのような関係にあるか不明なので取り上げない.
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DNAでは2 系統があり, その境界はフォッサ・ マ
グナの西の境界 (糸魚川一静岡構造線) にあるよ

うで, 2 系統の分岐は, 約900万年前と計算され
る. これは西日本弧と, 東日本弧が繋がり始めた
時期に当たるから, 中部または関東の何れかに隔
離されていた祖先が, 束または西に分布を拡大し
たものと想像される.
ヒメクロオサ, ホソヒメクロオサの起源は, 古
く, 4000-3000万年前に、通るが, 大陸に同種がぃ
なぃばかりか, これまで大陸の多数のダルマオサ
の種を調べたが, それぞれの系統から, 別の種が
分岐している形跡は全くない. ある種が分化して
から, 地理的隔離などで, 次々 と新しい種が生ま
れるという図式は, 少なくともここでは当てはま
らない. この点に関しては, 後にその進化的意義
を含めて詳しく述べる予定である.

参考文献
SU, Z.-H., ToMINAGA, 0., SAIT0, S., KIM, C.-G., 0SAWA, S. (2000).

Phylogeny of To,nocarabs epac t s (Coleoptera, Carabidae) as
deduced from mitochondrial ND5 gene sequences. Elytra,28:13-20.
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図3 ヒメクロオサムシの起源.

(おおさわしょうぞう・ Zhi-HuiSU)

三重県産コメツキムシの記録(6 )  官能健次氏の蒐集資料について

岸井 尚
〒569- lOL44 高観市上土室1-10, 6-410

三重県のコメツキムシについては, 生川展行氏と同氏の多くの友人諸氏による資料を検討する機
会に惠まれ, この地域のファウナについての新しい記録のみならず, 本邦全体のコメツキムシにつ
いて付加すべき重要な知見に接してきた. 1999年師走に開催された本学会の総会時, 三重県菰野町
にお住まいの官能健次氏より, これまでに採集された多量のコメツキムシ標本の同定を依頼された
が, この中で三重県下で採集されたもの88種について報告する. この中には新名の必要なものが3種
あり, 近く命名記載を考えている. また他府県からの資料で記録すべき興味有るものがあり, その
内若干については末尾に記録する. なお, 快く研究を委託された官能さんには深く謝意を表すると
共に, 筆者の両眼手術などで折角の貴重な資料の内容発表が遅れたことをお詫びする.

Pectocera1uge hige KIsHn,1993 ヒゲコメツキ
三重郡菰野町朝明渓谷, l ,23.VII i993; 同竹成,1 (i'1,1 早,2.VI.l984; 1 早,15.VI.1984; l ♀,30. VI
1989;  同雲母峰, l 早,3.VI. l992; 同御在所山, l 早,28.V.1966.
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Agrypnus (Agrypnus) binodulus binodulus (MoTscHULsKY, 1861 ) サビキコリ
三重郡菰野町永井,3 ,1 ,13.VI.1997; 同竹成,1 ♀,2.Vii i984; 四日市市尾平町,1 cl'、,3 ♀♀29.Iv.
l966; 1 (i'l,5.V.1966; 1 ,10. V.1966.

Agrypnus (Agryp;lus) cordico11is (CANDEzE,1865) ムナビロサビキコリ
三重郡菰野町羽島峰, l ,4.VI.1998; 鈴鹿市長瀬神社, l (i'、,7.VI. l998.

Agr:)pnus(SabikikorMs、)futiginosus (CANDEzE, l865)ホソサビキコリ
三重郡菰野町永井, l , l9.V.l997; 1 (i'、, 13.VI. l997; 1 , 29.V. l999 (al light).

Adetoce,-a(B,-achylaco,1 ) difficilis (LEWIS, l894) シロオビチビサビキコリ
尾鷲市桃頭島, l ♀,4.V.1996; 熊野市福ヶ崎,1 ,2 ♀♀,22.Iv.l999.

Lacon (Lacon) para11elus para11ehls (LEWIS, l894) コガタノサビコメツキ
三重郡菰野町竹成,1 1,5.vII i984.

Lacon (Ataolypus) ,naeklinii maeklinii (CANDEzE, l865) オオサビコメツキ
亀山市野登山,1 EX.,18.Vn.1998; 一志郡美杉村平倉,1 ♀,29.vII i965.

Cryptataus horus (CANDtzE, l865)ウバタマコメツキ
三重郡菰野町竹成,1 (i'、,1986; 四日市市尾平町,1 ♀,16.L1966.

Tot,t'gus lewisi CANDtzE,1873 オオクシヒゲコメツキ
三重郡菰野町竹成,l , VII i 987.

P''odrasterius agnatus (CANDtzE,1873) マダラチビコメツキ
四日市市尾平町,2 exs.,14.VI. l978; 同高角, lex.,16.IV.1982.

Homotec/mes brunneofuscus (NAKANE, l954) チャグロヒサゴコメツキ(図 l)
度会郡大内山村南亦山,1 , 21 . v.1998.
三重からは既に知られているが少ない.

Homotechnes motschulskyi subsp nov. ミヤマヒサゴコメツキ亜種
員弁郡藤原町タテ谷,6 (i'、 (i'、, l ♀,23.V.l997.
藤原町の御池岳周辺にあるタテ谷・ コクルミ谷 (三重県藤原町), 真ノ谷(滋賀県永源寺町)からは
今回のものを含め, 本種の極めて多くの個体(96 exs) が久居市の秋田勝己氏及び津市の乙部 宏氏
などを通してこれまでに筆者の元に寄せられており,  これらは全て同じ亜種個体群と見なされる.
三重県からは美杉村南部の平倉地域からすでに亜種 kawasei OHIRA, 1995 ヒラクラミヤマヒサゴ

コメツキが記載されているが,  この亜種の原記載には藤原町Kokurumi-dani産の3 (i'、 f ,  l が副

模式標本として含まれている. 筆者の検討の結果では, 平倉地域の個体群と御池岳周辺の個体群
間には両性の生殖器構造で違いが認められ, 別亜種群に分けるべきものと考えられるので, 近く
別に報告したい.

Ascetic,c・crt◆s saxatitis saxatitis (LEWIS, 1894) ヒラタクロコメツキ

員弁郡藤原町篠立三国谷, 1 (i'、,29.Iv.1996.
Nothodes "1arginicol1ls (LEWIS,1894) ウスチャイロカネコメツキ
尾鷲市桃頭島,1 早,4.V96.

Limoniscus atrlco1or (LEWIS,1879)クロカネコメツキ
三重郡菰野町田光,1 (i'、,3.v.1999.
三重県からの記録は既にあるが最近の報告例はなく, 他の地方でも以前と比べて記録が少なくな
つたように思われる. 早春の頃, 里山の近くでトラフコメツキなどと共に毎年のように若干の個
体に接する機会が多かったように記憶しているが,  どちらも絶減危惧種とは言わぬまでも大変少
なくなってきたようある.
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Limoniscus montivagus (LEWIS,1894) ミヤマカネコメツキ
多気郡宮川村明神岳,1 f ,4.Vn.l998.

Limo,uscus v加atus (CANoi三;zE, l873) タテスジカネコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳,1 ,i'、, 24.Iv.l966; 同タテ谷,1 (i'、,2.V.l997; 三重郡菰野町切畑,1 , 1 ♀, l2. IV.
1998.

Limoniscus imitans (LEWIS,1894) タテジマカネコメツキ
度会郡大内山村南亦山,1 , 21 . V.1998.
従来, 前種のシノニムと見なされることが多かったが, 別種と見なすのが妥当であろう. 一般に
小型でスリムな感じがするのが本種であるが, 同定には注意を要する.

Limoniscuskraatzi nihonicus (KIsHn,1966) フタキボシカネコメツキ(図2)
員弁郡藤原町藤原岳,1 (i'、,24.IV.1966.
三重県からの報告例が見あたらないので, 多分この資料が最初のもと思われる. 本州と四国各
地から記録されているが稀少種と言えよう. 早春,  カェデの花などで採集されることが知られて
いる. 原名亜種が朝鮮半島及び中国束北部,  ロシア沿海州に分布し, 九州では対馬から本邦亜種
の記録がある. 最近, 韓国の済州島の資料を見てぃるが,  これは原名亜種であった.

LimonMs eximius LEWIS,1894 ムラサキヒメカネコメツキ

員弁郡藤原町藤原岳,1 .♀,27v.1999; 三重郡菰野町田光,3 (i'、, l , 3. V. l999.

スペインのA.sANcHEzRulz (l996) の研究で, 従来Kibunea種とされていたヨーロッパ産のEtater
minutus LINNAEUSがLimonius EscHscHoLTz,1829の属模式種としてのCuRTIS(l838)による指定が明
らかになり, 次の種と共にKibuneaの属名はLimoniusに変更された.

Limo,uus approximans LEWIS,1894 キアシヒメカネコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳,1 (i'、,7.V.1999.
最近, 本種に極めてよく似た別種narukawai , kouictiianus  などが知られており, 特に前者は
山市の野登山が副模式標本の産地なので同定には注意を要する. 本種は3 種の内でもっとも大き
く強固な感じで, 一般に脚部全体が明瞭な黄赤色である.

De,tttcouis nipponensis ,upponensis OHIRA,1973 べニコメツキ

員弁郡藤原町藤原岳,1 ,1 早,3.v.1978; l ♀,3.VI.1978; l ,7.V.1999; 同坂本谷,1 (i'、,30.IV. l999; 同

北勢町悟入谷,1 (i'、,17.v.l997; 度会郡大内山村南亦山,1 , 1 ♀, 8.VI.1997.
Denticouis miniatus (CANDiizE, 1885) ミヤマベニコメ ツキ

員弁郡藤原町タテ谷, l 早,16.VI. l996; 一志郡美杉村平倉, l ♀, 4.V.1998.
Harminius (Harminius) nihonicus KIsHn,1979 ニホンムネスジダンダラコメツキ(図3)
多気郡宮川村明神岳, 1 (i'、, 4.VII i998.
三重県からは既に記録があるが, 筆者の手元にある奈良県の大台ヶ原山などでの多くの採集例
に比べると少ない.

Stenagostus umbratilis (LEWIS, l894) オオッヤハダコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳,1 (i;、, l0.vm.1966; 三重郡菰野町竹成, l 早,4.VII i984;l ♀,l9.VII i985,to山市野
登山, 1 ,11.vIII.1998; 一志郡美杉村平倉,1 早,29.Vn.1965.

Hemicrepidius (Heniicrepidius) secessus secessus (CANDtZE,1873) クロツヤハダコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳,2 (i'、 (i'、,6.vIL1967; 三重郡菰野町小岐須渓谷,1 早, 22.VI.l984; 亀山市野登山,2

, 28. vIl.1996; 1 ,18.vII i998; 鈴鹿市長瀬神社,3(i'、 f,7.VI.1998; 多気郡宮川村明神岳,1 ♀,
4.vII i998; 尾鷲市三木崎, l ,1 早,23. VI.1996.

Hemicrepidius (Hemi'crepidius) sinuatus sinuatus (LEWIS,1894) コクロツヤハダコメツキ
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員弁郡藤原町藤原岳, 3 (i'、 ,6.VILl967.
Hemjcr、epidius(Hemicrepidius) deserter deserter (CANDF7F, l873) ヒメクロツヤハダコメツキ
亀山市野登山, 1 , l ♀,28.VII i996.

Hemjcr、epidius(Miwacrepidius) subcyaneus (MOTSCHuLSKY,1866) ルリッヤハダコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳, l 早,18.VI. l978.

Hypoga,Ms ,niyatakei OHIRA,1966 ミヤタケッヤヒラタコメツキ(図5)
亀山市野登山,2 ♀♀, l l.VIII. l998.
本種の三重県からの記録としては, 今回と同じ野登山から生川展行氏により2 年前の8月17 日に

2頭の雄が採集されて以来のものである.  これまでに報告されている府県は新潟から熊本まで広
いが, 得られた個体数は何れも少ない.

Co,・ymbitodes gratus (LEWIS,1894) ドウガネヒラタコメツキ
員弁郡藤原町篠立三国峠,2 ♀早,29.Iv.1996; 三重郡菰野町湯ノ山,1 (i'、,1.V.1966; 亀山市野登山,2
早早,1.v.1997; 多気郡宮川村父ヶ谷,2 早早,29.IV.1998; 同総門山,1 ♀,29.「V.1997.

Corymbitodeskiiensis OHIRA,1999 キイホソヒラタコメツキ
亀山市野登山, 1 (i'、, 1.V.1967.
一昨年(1ggg), 和歌山県生石山から記載されたばかりの種であるが, 従来の報告にある他のホソ
ヒラタコメッキ類に混同されて記録された可能性の強い種である. 特にobscuripes コゲチャホソ
ヒラタコメッキの上翅が暗色のものは紛らわしい. 本属には本種に極めてよく似た別種が青森県
から石川県の日本海側の山岳地に分布しており, 近く記載したいと考えている. なお, 三重県か
らの報告は初めてのものとなる.

Corymbitodes conco1or (LEWIS,1894) ホソヒラタコメツキ
員弁郡藤原町タテ谷,1 ♀, l l.V.l997; 同藤原岳, l ,i'、,7.V.1999.

SelatosomusOganoides)puerilis (CANDilzE,1873) シリブトヒラタコメツキ
三重郡菰野町切畑,1 早,12.Iv.l998; 亀山市野登山, l (i'',3.VI.1978; 度会郡紀勢町柏野, l ♀,30.V.
1999.

すでに筆者が述べたように(ねじればね, No79:1,1998), 本種の実体については問題があり, 少
なくとも本邦には2種の混棲が見られる. ポーランドのD. TARNAwsKY(l995) はCANDiiZE(l873) の
同定ラベルを持つLectotypeを検した上で雄生殖器を図示した(1995: 154, fig419). 本邦産の個体と
比較したときペニス中片の形状が著しく異なり, これまでに検した多くの個体中に同じと思われ
るものはない. 一方, 側片形状ではTARNAwsKYの図示したものに近い個体群と異なる個体群が明
らかに存在する. これらの中で少なく とも本州の中央高地帯を中心とする地域に分布する個体群
は明らかな別種と見られ, これは近く記載したいと考えている.
属名については筆者(1966) は前胸腹板側縁線が全長にわたり明瞭に二重状であることと, 雄生
殖器構造の特異性などからEanoidesを新設したが, TARNAwsKY(1995) はSetatosomus 属のシノニ
ムとみなした. 筆者は体形が極めて小型 (Selatoso,nus s.strでは世界最小)で,  旧北区の寒冷期に
発展し, 現在は山岳地や高緯度地域に多く見られるレリック的コメツキの代表格的なものとして
知られるこの仲間としては, 比較的暖地である長崎を原産地とする特異な進化をしたものと考え
ており, 雌の産卵管が極めて太短く, 貯精養内の角質部構造ではSelatosomus属と同質であること
で, 上記のように亜属と見なすのが妥当と考える.

Par,aphotistus niger (MrwA,1928) クロオオヒラタコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳,1 (i'、,23.Iv.1967; 同タテ谷,1 ,i'、,1 早, l1.V.1997; 尾鷲市桃頭島l 早,4.V.l996.

Actenicerus giganteus KIsHn,1975 ヨコヅナシモフリコメツキ (図6)
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三重郡菰野町雲母峰, 1 (i'、 , 21 .V.1993.
山形から広島までのほぼ10都府県で記録されている大型種で, 草原を伴った中程度の丘陵的な
山頂部で採れることが多いようである.

Actenicert‘s ktmimi (KlsHn, l966) クニミシモフリコメツキ (図7)
員弁郡藤原町藤原岳, 1 , 5. V I.1966.

大きさや体形は前種に似てぃるが, 上翅などにこの仲間特有のシモフリ状斑紋は認められず,
緑がかった光沢が著しく(希に真餘光沢のものもある), 上翅の点刻縦線は浅く消失気味で, 雄生殖
器の側片末端側方突起先端は前種より短く鈍い. 記録された地域も個体数も前種より少ないが,
愛知・ 三重・ 奈良・ 和歌山が分布の中心地のようである.

Acto,ticerus prut'nosus MoTscHULsKY, l861 シモフリコメツキ

員弁郡藤原町タテ谷,1 ♀,11.V.1997; 三重郡菰野町雲母峰, 1 ♀, 21.v.1993;f色山市野登山,1 , 25. v.
1993; 1 ,1.V.l997; 2 (i'、 f ,1 早,25.V.1997; 一志郡美杉村平倉,4 (i'' (i'1,1 ♀,4.V.1998.

Acto,ucerus aerosusaerosus (LEWIS, 1879) へリアカシモフリコメツキ

員弁郡藤原町タテ谷, 2(i'、 (i'、, l ・♀ ,11.V.1997; 三重郡菰野町切畑, l (i'', 12. IV.1998; 亀山市野登山, 1 (i'、,
3.VI.  l978;伊勢市剣峠,1 ♀, 22.V.1999; 一志郡美杉村平倉,1 (i'l,4.V.1998; 多気郡宮川村明神岳,1 ♀,
4.Vn.1998;  度会郡大内山村南亦山,1 (i;'l,8.Vl. l997.

Actentceromorphus fuh,ipennis (LEWIS,1894) アカハネフトヒラタコメツキ
員弁郡北勢町青川峡, l ♀, vI.1979.

Catambus mundulus (LEWIS,1879) チャグロヒラタコメツキ

三重郡野町神明渓谷,1 早,15.VI.1996 (al light).
Calambus Japonicus (FLEUTIAUx,1902) クロツヤヒラタコメツキ
員弁郡藤原町タテ谷,1 cl'', 1 ♀, 23.V.1997; 山市野登山, 1 ・♀, 25.V.1997; 多気郡宮川村明神岳, 1 早,
4. VI I i 998.

Hayekpenthes pa11idl‘s pallidus (LEWIS,1894) ホソキコメツキ

多気郡宮川村父ヶ谷,1 (i'、,12.Vu.1996.
Haterumelater bicarinatus bicarinatus (CANDlizE, l873) チャイロコメツキ
多気郡宮川村父ヶ谷,1 (i'、,12.VII i996.

Re加erelater rugipennis (LEWIS,1894) アラハダチャイロコメツキ
山市野登山,1 ,17.VI.1997 (at light).

Ampedus (Parelater) canalicotlis canaticollis (LEWIS, l894) ミゾムネァカコメツキ
四日市市尾平町,1 , 4.11.1966.

Ampedus (Miwaelater ? ) carbunculus (LEWIS,1879) ヒメクロコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳, 1 , 23.IV. l967; 同北勢町悟入谷, 1 (i'、, 1 ,17.V.1997; 三重郡菰.野町田光, 1 早,
3.V. 1999; 同雲母峰,1 早, 9.V. l996; 同切畑, l , l2.IV.1998; 同羽島峰, 1 早, 4.VI. l998; 山市野登

山,1 (i'、,  1 早,3.VI.1978; 尾鷲市三木崎,1 ♀,7.V.l995; 同須賀利町, l ,13.1.1996(落葉下); 熊野市楯ヶ
崎,l (i'1,1 , 3.VI. l978; 1 早, 22.IV. l999.

Ampedus (Ampedus)orientalis (LEWIS, 1894) アカコメツキ

多気郡宮川村父ヶ谷,2 ♀,29.IV.1998; 伊勢市剣峠, l 早,22.v. l999; 度会郡大内山村南亦山, l , 28.

IV.1996.
Ampedus (A,npedus) 1typogastricus hypogastricus (CANDilzE,1873) アカハラクロコメツキ
亀山市野登山,1 (i'、,3.VI.l978; 四日市市尾平町,1 早,29.XII. l965;1 (i'',6.1.1966; l (i'、,20.11.66; 南牟要郡
紀和町布引ノ滝,1 (i'1,11 .1.1996; 熊野市福ヶ崎,2 (i'' f ,22.IV.1999.
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Ampedus (Ampedus) vestitus vestitus (LEWIS, 1894) ケブカクロコメツキ
伊勢市剣峠,1 早,22.V.1999.

Ampedus (Ampedus) tenulstriatus (LEWIS,1894) ホソクロコメツキ
員弁郡藤原町タテ谷, l , l ♀, l l.V.1997; 亀山市野登山,1 ,

1.V. l 997.

Ampedus (A,npedMs)Jape川CMS JaponicMs SIL ERBERG,1977 アカアシクロコメツキ

亀山市野登山,2早♀,3.vI. l978;1 (i'、,15.xn. l996; 一志郡美杉村平倉, l , 4.V.1998; 度会郡大内山村

南亦山,1 ♀,28.IV. l996;2 ♀, 21.V.1978; 1 , 1 . V.1997.

Ampedus (Ampedus) tamba KIsHn,1976 タンパコクロコメツキ
度会郡大内山村南亦山, 1 ♀, 8.VI. l997.

Akitsu agutlus aquilus (CANDiizE, l873) クリイロニセコメツキ(図10)

l

7 10
図1_10 : 1 .  チャグロヒサゴコメツキ ( ♀,13.2mm) ;2.  フタキボシカネコメツキ ( ♀,9.7mm) ; 3.  ニホンムネスジダンダラコメ

ツキ(♀, l2.8mm) ; 4.  ホソアカッヤコメツキ( f , ll.1mm) ; 5.  ミヤタケヒメツヤヒラタコメツキ( f , l4.95mm) ; 6.  ヨコヅナ
シモフリコメツキ(,:11、,23.5mm) ; 7.  クニミシモフリコメツキ( f ,20.2mm) ;8.  アカアシシモフリコメツキ( ・ 19.4mm)  ;9.  テ
ングフトヒラタコメツキ ( 早,10.8mm) ; 10.  クリイロニセコメツキ(cl'、, 8.1mm).

多気郡宮川村父ヶ谷,3 (i'、 (i'、,1 ♀, 12.VII i996.
照葉樹林帯での灯火採集で得られることの多い種である. この仲間は脚付節の第 l節が著しく
長く, 残りの3節の合計長と等しいかより長い事で見分けゃすぃ. かってAnchastus属として扱わ
れていたが, これは北米束南部に分布するdigitatus LE CONTE,1853 なる種に基づいて創設された属
で, scHwARz(l906) がその当時知られていた束南アジア産のおおよそ,  40種のこの亜科の全ての
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種をこの属に含めて以来, 後の研究者がこれを踏襲していたが, 旧ソ連の DoLIN ・ GuRJEvA(1976),
GuRJEvA(1979) により見直され, Anchastus属とされた種の少なくともユーラシア大陸での分布は
疑問視され,  日本を含め台湾などの種の大部分は別属であるとの認識で, 現在は上記の属として
扱われている.

Datopius ta,nui sHn,1957 ホソナカグロヒメコメツキ
員弁郡藤原町タテ谷,8 exs.,1l.v.1997; 伊勢市剣峠,1 早,22.V.1999; 一志郡美杉村平倉, l 早,4. V.
1998; 度会郡大内山村南亦山, l 早,8.VI.1997.

Dalopius sp. ヒメコメツキの一種

多気郡宮川村明神岳,1 (i'、 ,4.VII i998.
西部の飯高町明神平及び宮川村あたりの山地に多く見られ, 前種に似た体形と大きさのDa1opius
種で, 上翅の色彩は殆ど全面的に暗黒褐色, 肩部に時に不明瞭な黄褐色縦条紋が見られることも
ある個体群で,  これまでは前種の黒化変異型と見なしてきたものである. 京都・ 奈良・ 和歌山な
ど他の地方からも tamui やexilis  などに混じって採集されており, 数が少ないので,  これまでは

上記のような扱いをしてきた.  しかし最近, 四日市市の横関秀行氏により採集された明神平の多
数の個体を見る機会に恵まれ, その結果新しい種である可能性が大きく, 更に精査の上, 考察し
てみたい.

Ectinoides lnsignitus insig,utus (LEWIS, l894) ヨツキボシコメツキ
貝弁郡藤原町藤原岳,1 (i'',24.IV.1996; l ♀,7.V.1999.

Ectinus higonius (LEWIS, l894) クロムナボソコメツキ
三重郡菰野町羽島峰,1 ♀,4.V.1998.

Ectmus sepes (LEWIS,1879) キアシムナボソコメツキ
員弁郡藤原町タテ谷,1 (i'、,23.V.l997; 同タテ谷(鈴北岳),1 (i'、,16.VI.1996;1 f ,30.IV.1999.

Ectinus hidaensis OHIRA,1998 ヒダムネナガカバイロコメツキ

亀山市野登山,1 ♀,3.V.1978.
最近, 岐阜・ 奈良・ 愛媛からの個体で記載されたもので, 三重県に分布して当然であるが, 記
録されるのはこれが初めてである.

Ectinus sericeus sericeus (CANDtzE,1873) カバイロコメツキ

員弁郡藤原町藤原岳三国谷, 1 ,31.v.l998; 三重郡菰野町羽島峰,2 exs.,4.VI.l998; 亀山市野登山,1
(j'、, l7.vI.1997(at light);1 (i'1,1 ♀,3.vI.1978; 一志郡美杉村平倉,1 ♀,4.V.1998; 伊勢市剣峠,8 exs.,22.
V.1999.

Nipponoelater sieboldi sieboldi (CANDtzE,1878) オオナガコメツキ
亀山市野登山, 1 ,1l.vm.l998; 一志郡美杉村平倉,1 ,29.Vn.l965; l (i'',30.VII i965; 多気郡宮川村
父ヶ谷, l (i'、, l6.VIII. 1998.

MI‘1santeus Jml'or Junior (C-DtzE,1873) ヒゲナガコメツキ
尾鷲市三木崎,1 早,23.VI.1996; 熊野市楯ヶ崎, l (i'',22.IV.1999.

Vuiltetus viridis (LEWIS,1894) ミドリヒメコメツキ
四日市市尾平町,1 ,4♀♀, IV.1966;2 (i'、 (i'、,1 ♀,29.IV.1969.

Vuiuetus c,ebreptinctatus (NAKANE, l959) オオミドリヒメコメツキ
亀山市野登山,1 ♀,3.vI.1978; 三重郡菰野町雲母峰,1 ,9.V.1996; 尾鷲市三木崎, 1 早,7.V.l995.

Dolerosomus gracilis (CANDilzE,1878) キバネホソコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳,1 (i'、,23.Iv.1967;1 ♀,3.V78;1 (i'l,7.V.1999; 同三国谷,1 (i'l,31.V.1998; 三重郡菰
野町雲母峰,1 cj'、,6♀♀,9.v.1996; 同神明, l (i'、, l7.XI i994; 四日市市尾平町, l ♀,4.V.1966; 亀山市野
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登山, 1 早, 3.vI.1978; l (j'' , 1 .v.1997; 伊勢市剣 , 2 (i'、 (i'、, 1 ♀, 22.V.1999; 一志郡美杉村平倉, l ♀,4・ V・
lgg8; 度会郡大内山村南亦山, l (i'、,8.vI.1997;1(i'',21.V.l968; 尾鷲市三木崎, l (i'、,3.V.1978; 同桃頭
島,6 (i'、 u4.v.1996;  熊野市楯崎 ,6  (i'、 (i'、 ,5  ♀♀ ,22. IV.1999

Lanecarus palustris (LEWIS,1894) ニセクチブトコメツキ
鈴鹿市上田鈴鹿川,2 exs., 23.111.1997.

Si lesis musculus muscldus CANDli:ZE, l878 クチブトコメツキ

員弁郡藤原町藤原岳,lex.,18.vI l978; 三重郡菰野町鎌ヶ岳,1 ex.,26.VII i966; 亀山市野登山,8 eXS・,
28.VII i 996; 4exs., l 8.VII i 998.

Glyphonyx bico1o, bicolor CANDilzE,1893 キバネクチボソコメツキ
亀山市野登山, 8 exs.,28.VII i996.

Gtyphonyx i11epidus CANDEzE,l873 クチボソコメツキ
亀山市野登山,5 exs.,18.vII i998; 一志郡美杉村平倉,1 (i'、,4.V.1998.

Melanotus tegatus legatus CANDEZE,1860クシコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳, 1 ,17.vm.1966; 1 ♀,18.VI.l978; 三重郡菰野町永井,4(i'' f ,29.V.l999 (at
light); 同神明渓谷,1 ,25.v.1997; 鈴鹿市長瀬神社, l (i'、,7.VI.l998; 一志郡美杉村平倉,1 (i'、, l 早,29・
vn. l965;1 (i'、,30.vII i965; 度会郡大内山村南亦山, l , 21. V.1998.

Metanotus lewisi lewisi ScHENKLING,1927 ルイスクシコメツキ
三重郡菰野町竹成, l , 4.V I I i 984; 1 , 5.VII i 984.

Mela,fetus correctus correctus CANDtzE,1865 ヒラタクロクシコメツキ

員弁郡藤原町坂本谷, l ,30.Iv.l999;1 (i'、,2.v.1999; 同藤原岳, l ,7.V.1999; 三重郡菰野町雲母峰,
1 (j'、,15.vI.1996(at light); 亀山市野登山,1 (i'、,3.VI.1978;1 早,25.V.1997; 伊勢市剣時,1 (i'、,22.V.1999; -
志郡美杉村平倉, 1 ,4.v.l998; 度会郡大内山村南亦山,1 早,8.VI.l997;4(i'' (i'、,21.V.1998; 尾鷲市桃
頭島, 2 (i'、 (i'、, 4.V. l996.

Metanotus legatoides KIsHn,1975 ヒメクシコメツキ

亀山市野登山,1 ♀,17.vI.l997 (at light); 度会郡紀勢町柏野,1 ,1 早,30.V.l999; 尾鷲市三木崎,1 早,
23. vI.1996; 同桃頭島, l (i'、,4.V.1996; 熊野市楯ヶ崎,2 ♀早,22.IV.1999.

Melanotus senilis senilis CANDtzE,1865 クロクシコメツキ
四日市市西村町朝明川,1 (i'、,18.V. l997.

Melanotus spernendus spernendus CANDilzE,1873 ナガチャクシコメツキ

熊野市楯ヶ崎,2 (i'、 (i'、, l 早,22.IV. l999.
Metanotus erufhropygus erythropygus CANDilZE,1873 コガタクシコメツキ
三重郡菰野町羽島峰, 1 早, 4.vI. l998; 亀山市野登山, 1 , 25.V.1997; 一志郡美杉村平倉, l (i'、,4. V.
l968;度会郡大内山村南亦山,1 (i'、,8.vI.1997;1 (i'、,1 早,21.V.1998; 尾鷲市三木崎,1 ♀,7.V.1995;1 cl'、, l
.♀,23.vI.1996; 同桃頭島,6 exs.,4.v.l996;南牟要郡紀和町布引ノ滝, l (i'、, l1.V.1996; 熊野市楯ヶ崎,9
(i'、 (i'、,5♀♀, 22.IV.1999.

Melanotus fortnumi fortnumi CANDiizE,1878 マルクビクシコメツキ
四日市市西村町朝明川,1 ♀, l8.V.1997.

Splleniscosomus cete cete (CANDtzE, l860) アカアシオオクシコメツキ
員弁郡藤原町藤原岳,1 (i'、,18.vI.1978; 三重郡菰野町竹成,1 (i'',15.V.l984;1 , l l.VI.1990; 同町永井.
l ,l3.vI.l997; 同田光,1 ,3.v.l999; 亀山市野登山,1 ♀,25.V.1997; 四日市市尾平町,1 (i'、,28. IV.
1966;1 (j'、,5.v.1966;1 ♀, l4.v.1966;2♀♀,26.V.1966;1 (i'、,l l.V.1967; 尾鷲市桃頭島,2早早,4.V.l996;
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南牟要郡紀和町布引ノ滝, l , 11 .V.1996; 熊野市楯ヶ崎, 1 ,22.IV.1999.
Spheniscosomus Japonicus (0HIRA,1974) ハネナガオオクシコメツキ

亀山市野登山,1 (i'、, l8.VIL1998.
SpheniscosomuskoikeiOKlsHuetOHIRA,1956) ヒラタクシコメツキ
員弁郡藤原町三国谷,1 早,31.v.1994; 三重郡菰野町永井,2 , l3.VI.1997; 伊勢市剣峠, l ♀, 22.V
lggg; 尾鷲市三木崎, 1 ,7.v.1995; 同桃頭島,2 (i'、,4.V.l996; 南率婁郡紀和町布引ノ滝,1 (i'、, l l. V
l 996.

Oedostethus telluris (LEWIS,1879) クロツヤミズギワコメツキ
三重郡菰野町永井,2 exs.,13.VI.1997.

Fief‘tiauxeuus (Migiwa) cl‘ratus curatus (CANI)iiZE, l873) ミズギワコメツキ
四日市市西村町朝明川,1 , 18. V.1997.

Quasimus Japonicus KIsHu,1959 ニホンチビマメコメツキ
三重郡菰野町雲母峰,12 exs.,9.V.1996.

Yukoana carmlcollis (LEWIS, l894) へリムネマメコメツキ

三重郡菰野町雲母峰,2 (i'、,4 早早,9.V.1996; 度会郡大内山村南亦山,1 早,8.VI.1997.
Di -onychus (Ptalynychus) nothus (CANDEZE, l865) オオハナコメツキ
三重郡菰野町永井,2 (i'、 (i'、,1 早, l9.V.l997;5 (i'、 (i'、,2♀早, l3.VI.1997.

Djcronychus (Disptaly,tychus) adjutor adjutor (CANDtZE, l873) アカアシハナコメツキ
三重郡菰野町永井,1 早,13.vI.1997; 鈴鹿市長瀬神社,3 ♀早,7.VI.l998.

Cardiophorus pinguis LEWIS, 1894 クロハナコメツキ

員弁郡藤原町タテ谷,1 (j'、,11.v.1997; 三重郡菰野町切畑,1 ex., l2.IV.1998; 亀山市野登山,1 ex.,3.VI
l978; 鈴鹿市長沢長瀬,1 ex.,30.IV.1997; 一志郡美杉村平倉, l ex.,4.V.l998.

paracardiophorus puttatus pu11atus (CAND , l873)コハナコメツキ
四日市市西村町, l (i'、,28.VII i997; 同朝明川, l l EXS.,18.V.1997.

他府県産で特に興味ある若干種について
Etathous brl‘nneus (LEWIS,1894) クリイロツヤハダコメツキ

奈良県天川村彌山,1 (i'、,15.Vm.l997.
従来の記録では奈良県からは初めてのものとなる. 三重県からは比較的多くの資料(6 (i'、) が記

録されているが, 他の地域では極めて少ない. 出現期が8月中旬から9月中旬という, いわゆる採
集シーズンを過ぎてからのためか, 得られる機会が少ないのも原因の一つかも知れない.

Limoniscus rufov加atus (0HIRA, l963) カタモンカネコメツキ
岐阜県根尾村能郷八谷谷,1 (i'、, l3.VI. l999.
タテスジカネコメツキ及びタテジマカネコメツキに似た点があるが, 上翅の赤黄色縦紋が幅広
く,  より赤味が強いので分かり易い. 本種でも雌個体では上翅の赤黄色縦紋が上翅末端まで達す
るのが普通である. 従来の記録は少なく, 新潟・ 長野・ 奈良からのみである.

scute11athous sp. ホソアカツヤコメツキ(新種) (図4)
奈良県天川村彌山奧駈ケ, l (i'、, l0.Vu.1998.
この種については筆者が度々触れているように(ねじればね, No77 :4 及びNo81 :3), 同属の

s. comes チャイロツヤハダコメツキによく似た種で, これら両者間の差異は極めて明瞭であるが,
これまで適格名を持たなかったものである. 他に似た複数の種があり両性の生殖器構造での区別
が決め手になるので, 近くこれらを纏めて発表する予定をしている.
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Actenicerus yamashir、o KlsHu, 1998 コガタシモフリコメツキ

岐阜県根尾村能郷白山,1 (i'、,1 .Vn.l999.
筆者が以前誤ってA aerosus (nee LEWIS,1879) と見なしていた種類で, 京都市のいわゆる北山地
域で極めて普通にみられるシモフリコメツキであるが, 他府県では少ないようである. これまで
に兵庫・ 滋賀・ 福井・ 石川・ 岐阜・ 新潟からの少数個体を検したに過ぎない. この内, 岐阜のも
のは今回の資料である.

Actenicerus ashiaka KIsHIl,1985 アカアシシモフリコメツキ(図8)
長野県木曽福島町駒ノ湯温泉, 1 早,26.V.1978.
前述のA gigante,,s,  A kunimi 両種に良く似た大型のシモフリコメツキで, 分布もまた生息状
況というか採集環境も似てぃる.  しかし, 雄生殖器側片先端の側方突起部は縦に長く前2者とは
明瞭に異なる. 長野県からの報告例は見あたらず, これが最初と思われる.

Acto,licero,norphus tengu(MIwA,1934) テングフトヒラタコメツキ(図9)
長野県木曽福島町駒ノ湯温泉, l 早,26.V.l978.
本邦産のフトヒラタコメツキは当初考えていた以上に多くの種(現在13種) が存在し,  しかも類
似種が多いのと, 他のコメツキでは分類の決め手になる両性の生殖器構造もよく似ていて,  よほ
ど経験を積み多くの個体を検しないと同定は困難である. 最近の鈴木互博士からの私信では, 中
部山地に未知の種が分布するというので発表が待たれる. 本種は三輪勇四郎先生がその学位請求
論文中で記載された種で, 本邦の種中もっとも珍しいものの一つと思われる. 図示した雌の個体
は極めて太く, 雄個体のスリムな体形からすると一見別種のように見える.

A,npedus (Ampedus) yaku ohdai KIsHll, l983 オオダイクロコメツキ
奈良県天川村彌山, l ♀,4.VI.1999;1 ♀,4.VI.1999.
大台ヶ原山 ・ 大降山などのいわゆる台高山地では比較的採集の機会が多い種であるが, 他地域
からは少なく, 山梨県の風風山や笹子峠・ 徳島県剣山などでも見られるが, 両性の生殖器構造が
地域で微妙に異なるので, 全てが同一 種なのか疑間が残り, 決めかねている.

参考文献
Dot_IN, v.G elGl,RJEvA, E.L ( l976) New genus of Elalerid-beelle, from Talissa. Dok1. AN. USSR, ser.B,7: 645-647 (in Russian).

GuRJEvA, EL(1g7g) [Fauna of USSRI. Zhuki-shchelkuny(Elaleridae). Podsemcjstvo Elaterinae, Triby Megapcnthini, Physorhinini. AmPedi-
ni, Elalerini. Pomachiliini. En: Fauna SSSR, Zhe、tokoklylye. Vol. l2(4), Nauka. Leningrad: 452 pp.

K1sHl1,T(1966) Elaleridae of Kyoto and its adjacent regions. Biological Laboratory of Heian High School. Kyoto:1-54 pP.
t1:11 同(1997) 一重ll,1.産コメツキムシの記録( l ). N日lREBANE. 0saka. No 77:1-4.
1u:并 間( l998) 重ll,1.産コメッキムシの,11録(2). NEJIREBANE.0、aka. No79:1-5.
l f- -   尚(l998) 1 '県産コメツキムシの,11録(4). NEJIREBANE.0saka. No81:1-6.
Klsllll,T(l999) A check_list of the family Elaleridae from Japan(Coleoptera). Bulletin of the Heian High School, Kyoto, No42: l -l44.
OHIRA, H(lg95) New or little-known Elateridae(Coleoptera) from Japan(XI). Elytra,

Tokyo,27(2):409-416.
SANcH1iz-RL,lz, A (1996) Catalogo bibliografico de las espccie do ta famil ia Elateri -

dae(Coleoptera) do Ia peninsula Iberia e islas Balearcs. Documentos Fauna Iberica
2 (cd. M. A.Ramos). Museo Naciona1 de Ciencias Naterales, Consejo Superior do
Investigaciones Cient ficas, Madrid: 265 pp.

ScHwARz,0.( l906- l907) tarn. Elateridae. Faso 46 A-C. ln: Witsman. P., Genera ln-

sectorum, Coleoptera,370 pp. Faso 46B:113-224(1906).
TARNAwsKl, D(l995) A revision Of the genus Sela「esc'川Is STEPHENS,1830 (C0le0-

plera: Elateridae: Athoinae: Ctenicerini). Genus. International Journal of Inverte-
brate Taxonomy(Supplement). Warsaw: 1 -183.
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石垣島のクロヒメ ヒラタホソカタムシ
生川展行

〒513-0015 鈴鹿市木田町2399

No 93 (Jun 2001 )

cjcones tokarensis NAKANE  クロヒメヒラタホソカタムシは,  トカラ列島の中之島で得られた3頭
によって, 1968年に記載された種であるが, その後の正式な記録は見当たら
ない.
今回筆者は, 石垣島で採集された個体を検する機会を得たので報告する.
なお, 貴重な標本を恵与いただき, 標本写真を撮影してぃただぃた稲垣政志
氏並びに, 本種の記録についてご教示いただいた岡田圭司氏に, 心よりお礼
申し上げる.

lex. , 沖縄県石垣島於茂登林道, 31.xn2000, 稲垣政志採集. 筆者保管
林道脇の落葉をふるいにかけて得られた.

クロヒメヒラタホソカタムシ
文献

NAKANE T.1g68, New or little_known coleopterafrom Japan and its adjacent regions, XXVI.Fragmenta Coleopterogica,(l9) :75・
(なるかわ  のぶゆき)

ムネハラアカクロテン トウ (和名新称) Rhyzoblus lophanthaeの
日本からの新記録

佐々治寛之
〒91()-0206 福井市九岡町10-934

斎藤 已

〒661_0045 尼崎市武Eli a町3-2-25 サンヴェール武車之荘913

この種は, ねじればねNo79 (l998) に斎藤が 「気になるテントゥムシ」 と題して写真入りで報告
したものである. その時, 斎藤はscymnus属(pultus亜属)とし, 文中で佐々 治に同定を依頼したが
多忙なため結論を保留してあると記した.
その後, 2000年12月10日,  日本甲虫学会大会が大阪で開催された折, 斎藤は再び上記と同種と思
われる標本を佐々 治に提示した.  日本産ヒメテントゥ類のうち前胸が赤く , 鞘翅が黒い種はぃくっ
かあるが, 一見していずれとも異なる. その場で同定するのをさけて佐々 治が持ち帰ることにした.
また追加標本が委ねられ, 従来の2個体に追加して計10個体以上を佐々 治が確認した. l , 2頭の標本
があっても分類がむずかしい小形のテントゥは種名の決定が容易ではなく, 時間がかかるものであ
る. 特に触角・ 口器・ 腹面構造が精査出来ないと致命的である.
結果として, Rhyzobius1ophanthae (BLAIsDELL) と同定された. 日本から初記録で和名がないので
ムネハラアカクロテントゥと新称したい. 同属のRhyzobius forestieri (MuLsANT) がハラアカクロテン
トゥの和名で報告されているので, 前胸が赤褐色で区別されることからムネァカハラアカクロテン
トウの和名を考えたが長くなるので上のようにした. ムネとハラが赤いの意である.
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一見, 小形・ 背面被毛の点でヒメテントゥ亜科の多く と類似するが, 触角が長く頭幅に近いこと
で区別され, ヒメテントゥ亜科scymninaeではなく, ヒラタテントゥ亜科Coccidulinaeに所属する・
ヒラタテントゥ亜科は世界的には多くの種属が分布するが, 日本ではべダリアテントゥ族 (テントゥ
ムシ科の中ではむしろ異色) だけであった. 最近, ハラアカクロテントゥが邦産種として記録された
が,  日本ではなじみの薄い昆虫である. 見かけ上の区別点とハラアカクロテントゥとの差異を中心
に紹介する.

ムネハラァカクロテントゥRh、・,obius1ophan!hae(BLAlsDELL, l892).A. 全形図; B. 前胸腹面図; C. 触角; D. 随更部第1 節a更面・
ムネハラアカクロテントゥ (新称)
Rhyzobius tophanthae (BLAlsDELL,1892)
卵円形, 体長1.9 _2.6 mm. 橙黄色で, 頭部, 前胸背板, 触角, 脚, 腹面いずれも橙黄色~赤褐色,
小盾板暗褐色, 鞘翅は黒色で暗褐色の個体もある. 複眼はやや粗面. 触角は11節から成り, 頭部の
幅よりも少し短く, 先端3節は明らかな球桿状(図 c). 小号良肢は明らかな斧形. 前胸腹板突起は強く
膨隆し, 幅広く, 縦隆線の幅は明らかに後方に拡がる. 本種の特徴的な形質は前胸上側板 (hypo-
meron) の側縁に沿った顕著な溝があることである(図B). これは, ハラアカクロテントゥにはない.
鞘翅は黒く, その被毛は強くs字形に曲って配列され, 銀白色で比較的細いが, 鞘翅側縁近くに黒色
の直立した剛毛が疎生する(図A). 腹部第1節の腿節線は完全で, 強く湾曲し, 後方は節の後端近く
に達し, 腿節盤の点刻は粗大で後方に平滑部を残す(図D). 付節は隠4節で, 爪の基部に顕著な突起
がある. 腹節は6節が露見し, 見かけ上の第6節後縁は雄において弱く湾入し, 雌では弱く突出する
が個体によってまぎらわしいものがある.
佐々 治による披検個体: lex.,9.1.1994, 兵庫県尼崎市武庫元町県立西武庫公園, 斎藤千惠美採集

(*) ; lex., ll.x.l996” 尼崎市武庫之荘西, 斎藤千惠美採集(*) ; 1 cl'、1♀, 7.VI.1998, 尼崎市武庫豊町,
斎藤琢已採集. *印はすでに斎藤(1998) に記録した個体を再録した. ほかに武庫豊町からl9個体を記
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録してあり, そのうち8個体を佐々 治が確認した.
分布 : 国内での確認は兵庫県尼崎市武庫豊町附近. l994年に見出されて以降相当数が連続して採
集されているので定着生息していると思われる. オーストラリア原産でカイガラムシ生物的防除の
目的でカリフォルニアに1892年に移入され, 北米南部に広く定着している. 各種のカイガラムシを
食べるようで, 樹木とともに移入される可能性が高い. 恐らくすでに各地に移入していると思われ
るので, 全形図と若干の区別点を示した.
確実な区別点は (1) 鞘翅黒; 前胸・ 頭部・ 脚・ 腹面はみんな赤. (2) 触角は長い, ヒメテントゥ類
では頭幅の2/3以下. (3) 前胸上側板(前胸腹板の側方にある部分)に溝. ただし, 体長3mm以下, 背面
被毛の小形種に適用する.
参考文献

GoRDoN, R. D(1985). The Coccinellidae(Coleoptera)of America North of Mexico. J. N. Y. Entom. Soc.,93(1 ):1-912.
斎藤琢已(1998). 気になるテントゥムシ. ねじればね, (79): l l-12.

(ささじひろゆき・ さいとう たくみ)

ぺッピンアカコメツキムシの雄について
岸井 尚

〒569-1044 高組市上土室 l -10,6-410

最近, 未整理資料を見直していた際, あるアカコメツキを見て驚いた. 筆者(1982)が京都の芦生演
習林産の3頭の雌個体で記載発表して以来記録のない, Ampedus (Ampedtis) bepptnべッピンアカコメ
ッキと思われる1頭の雄資料を見いだしたのである. 採集地が大阪の金剛山という, これまでこのグ
ループの採集記録のない地域のもので, 当初はA. optabilis だろう位に軽く考えて, あまり気に掛け
ていなかったものである. 早速詳細に検討した結果, 間違いなくこの種の雄であり, 記載後初めて
の標本であるばかりでなく, 雄の得られたのも初めてであった. 標本は水野弘造氏を通して筆者の
手元に入ったもので, 採集者は熱心な甲虫愛好者である西宮市の田中 勇氏, 採地は大阪府千早赤阪
村金剛山である. 貴重な資料なので, 取りあえず記録として残しておくため, その概要を報告して
おくこととした. なお, 同時に砺波市の北山征三郎氏の採集された富山産の雌個体も検し得たので,
一緒に発表しておくこととする. ご両氏には深い謝意を表する次第である.

Ampedus (Ampedus ) beppin KIsHII, 1992
べッピンアカコメツキ

l , 大阪府千早赤阪村金剛山, 17. IV.
l995, 田中勇leg. (11.9mm) (写真)
1♀, 富山県利賀村大勘場, l3.V.1979,
北村征三郎 leg. (11 .5mm)
雄個体は雌(京都産個体) よりやや小型で,
上翅の色彩は同じであるが, 中央会合線部
の第一間室が翅端近くまで暗色で, 2 頭の
副模式標本の内の1頭とよく似てぃる. この

、 一 _ /

ぺッピンアカコメツキ, 中と右は 交尾器

特徴は他のアカコメツキ類でも時に見いだされ, 特にA gozaishi ゴザイシアカコメツキではこの傾
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向が強い.  また, 前胸背板の点刻は雌よ り小型でやや疎である. 生殖器構造は写真で示したが, 側
片先端の形状がoptabins, fagi, akaashi等と同系の形状でよく似てぃる.  しかし, 中片先端はより太
く, 側片先端の側方突起はより側方に突出している. また, 富山県産の雌は京都の資料より小型で,
上翅の色彩はより赤味が強く, 貯精表内の刺状突起(京都産: ca60~70, 富山産: ca50) はより少数
であるが形状などの特徴は同じであり, 同種と判斷したものである.
参考文献

KlsHll, T. lg82. New specjes and new records of Elateridae from Japan(Coleoptera). Some new forms of Elate「idaein Japan(XVI)・ Bulletin
of theHeimHighSchool,26: 35-55. ( きしい たかし)
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